
各施設がスロープでつながり、ベビーカーや車いす利用者の方も周遊でき、公園全体として一体感が

感じられる造りとする

抜粋版

・跡地全体を駐車場にする（ただしアクセス道路の整備が必要）。

・跡地の一部を駐車場、一部を公園にし、ちびっこ広場と一体化を図り子育て世代対象の公園にする。

・跡地全体に芝生や遊具を整備し、既存の芝生広場と一体化を図る。

・高台に噴水を整備する。

・高低差を利用した滝、幅広の滝を整備する。

・水資料館跡地に水が出る岩清水を整備し、その水が小川となって下流に流れるようにする。

・庄川の水が流れるところときれいな水（井戸水）が流れるところがあったほうが良い。

・春夏秋冬の自然に触れることができ、先人の歴史を後世に伝えるような公園を望む。

・対岸を眺めることが出来るゾーンの新設や、健康施設の新設、オートキャンプ施設の整備等。

・水資料館は他に類を見ない施設であり残せないか。

庄川美術館・庄川水資料館跡地

・リニューアルする。

・ちびっこ広場への螺旋階段や螺旋すべり台の整備。

庄川ウッドプラザ

・水の流れを体感できる小川の整備。

・彫刻ロードとして園路整備（道の駅までのルートに

　彫刻を設置しても車移動のため誰も鑑賞しない）。

・屋外での彫刻像の展示エリアの整備。

・緩やかなスロープを整備し、各施設の回遊性を高

　める。

・樹木の間引きが必要（死角が多い）。

・車いす利用者や高齢者、小さな子どもがいるファミ

　リーも散策や彫刻を楽しんだり、時間を過ごせる

　エリアや運動機能向上を備えた遊具の整備。

芝生広場・ちびっこ広場・親水広場

・水資料館の資料の展示など学びの場として利用。

・ドローン練習場として整備する。

・食を中心にテナント募集。

庄川特産館

・水資料館の資料の展示として活用する（小学校へ

　の移設は好ましくない）。

・遠足や校外学習の休憩所として必要であり残す。

・各種団体の会合ができるよう空調設備の整備。

庄川ふれあいプラザ

・多目的広場として整備する。

・大型車の駐車場は残す。

既存駐車場

・水記念公園のシンボルとして大噴水は残す（現状

　のままダム水を使用or新たに井戸水を使用するの

　が良いかは要検討）。

・大噴水は移設して、代わりに小さな噴水を整備、清

　潔な水で小さな子どもが遊べるようにする。また、

　公園の奥へ人が移動するような仕組みを考える。

・水の恵みを表現する噴水と、庄川峡を背景とした

　景観は他に類を見ない。

大噴水

・噴水周りのステージは残す。

・お祭り広場は車両通行止めとし、人間中心の公園

　づくり。車と人の線引きが必要。

・特産館や飲食店を利用する人のためには駐車場と

　したほうが良い。

お祭り広場

・ダム湖上に噴水を整備（全国的にも３例しかない）。

・水陸両用車を使った乗り物体験など。

・有名コーヒー店の誘致を図り集客する仕掛けを。

その他のご意見

庄川水記念公園再整備を考える会の「庄川水記念公園の将来像」

再整備方針

既存の庄川水記念公園全体図

資料３


